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インターバンクの声 （2016 年 4 月 5 日） 
 

週明けの海外市場のドル円は、ロンドン市場の序盤では１１１円台の後半へ

とゆっくり円売りが進んでいたが、結局ニューヨーク市場では再び円買いと

なってしまった。何とか１１１円台前半で円買いが止まっている格好だが、

どう見ても円の先高観が強くなっている。先週イエレン FRB 議長が講演で追

加利上げに慎重な発言をしたことを市場が引き続き強く意識しているようだ。

ただ、今年の連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で投票権を持つボストン連銀

のローゼングレン総裁が昨日の講演で、連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が市

場が見込んでいるよりも早い時期に利上げを行う公算が大きいとの見方を示

した。同総裁はＦＲＢ内ではハト派と認識されており、先週のイエレン議長

の講演前にも複数の地区連銀総裁がタカ派寄り発言をしていたことを考慮す

れば、必ずしもイエレン議長の見方が今のＦＯＭＣのコンセンサスではない

かも知れない。もし市場が円の先高観を維持したまま４月２７日のＦＯＭＣ

が利上げを決定するようなことになれば、意外な相場展開になることも想定

しておいたほうが良いだろう。 
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